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ナブテスコグループの価値創造プロセス
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ナブテスコ ウェイを軸にした価値創造

3

（行動宣言） 私たち一人ひとりが、まず自分から実践することで
「ステークホルダーの皆さんの夢」を実現します。

ナブテスコは、独創的なモーションコントロール技術で、
移動・生活空間に安全・安心・快適を提供します。

企業理念

1. 世界のお客さまとの親密なコミュニケーションを大切にします。
2. 一人ひとりのチャレンジ精神と変革意識を大切にします。
3. 利益ある成⾧を続けます。
4. 高い透明性と倫理観を持ち続けます。
5. 地球環境に配慮し、地域・文化との調和を図ります。

ナブテスコの約束

ステークホルダーの期待（夢）に応える
ことをミッションとして持続的な価値創造を追求
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価値創造プロセスの全体像

理念
Mission

価値創造を支える
経営資源(INPUT)

持続的な成⾧に
向けた活動

生み出される価値
(OUTCOME)

事業活動

財務
マネジメント

ESG課題解決
への取り組み

OUTPUT

価値創造
プロセス

ESG課題解決への取り組みと財務マネジメントを横断的に実施
し、価値創造プロセスを推進
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生み出される価値（Outcome）

経営資源 当社グループに
とっての価値

外部ステークホルダーに
とっての価値

関係資本 -トップクラスの市場シェアに
裏付けられる顧客基盤

-経営陣への信任と高いESG評価

-お客さまの要請に応える
QCD*パフォーマンス

-ステークホルダーとの
パートナーシップの強化

技術・製造資本 新商品の創出と競争優位性の
高い生産体制

「安全・安心・快適の提供」と
気候変動緩和への貢献

人的資本 ナブテスコ ウェイを実践する
社員の定着

安全で働きやすい職場の確保

組織資本 グローバルなコンプライアンス体制に
基づく倫理観の高い企業文化

取締役会の自律的な機能向上による
経営の透明性の確保

価値創造プロセスを通じて生み出される多様な価値を高めてい
くことで、ステークホルダーの期待（夢）の実現を追求

青字:ESG課題に関連性の高い項目

*QCD:品質(Quality),価格(Cost),納期(Delivery)



ESG課題解決への取り組み
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重要なCSR課題（マテリアリティ）の特定

本日は、以下の順で
ポイントをご説明します。

（G）
-コーポレート・ ガバナンスの強化
-コンプライアンスの徹底

（S）
- 働き方改革

（E）
- 気候変動問題への対応

幅広いESG課題への効率的・効果的な取り組みに向け、
重要なCSR課題（マテリアリティ）を特定



（G）コーポレートガバナンスの強化

8

■コーポレート・ガバナンス（CG）基本方針を改定

◆政策保有株式の縮減方針
・政策保有株式の縮減方針（保有による便益と資本コストを取締役会でレビュー）

ROIC改善に向けた取り組み事例:「ものづくりイノベーション」による生産改革

ステークホルダーからの信頼獲得に向け、自律的なガバナンス強化を追求

◆資本コストを意識した経営
・ROICを業績評価指標に導入（2017年）/ROICツリーを活用した生産現場改善
→資本コスト（WACC）を上回るROICの持続的な創出を目指す

◆CEO後継者計画への取締役会の関与
・指名委員会にてCEO後継者計画等の策定を推進

（2018年10月の更新ポイント）

2015年に制定したCG基本方針について、2018年のCGコード改訂に合わせて更新
⇒各原則を全て実施している旨（オールコンプライ）を継続公表
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取締役会/監査役会の体制
◆構成比率
⇒役員15名中6名が社外、1名が女性

◆報酬委員会メンバー構成◆指名委員会メンバー構成

（G）コーポレートガバナンスの強化

◆諮問委員会
⇒指名委員会/報酬委員会を設置
・指名委員会（2015年～）:CEO・取締役・監査役人事、

後継者計画の審議/答申
・報酬委員会（2008年～）:経営陣の報酬等の審議/答申

取締役会の実効性評価（匿名方式による自己評価）
⇒実効性が確保されていると認識

中⾧期的な課題として以下を認識
◆取締役会構成:

-独立社外取締役比率3分の1以上
-女性取締役の増員等

◆取締役会の議論の進め方:
-成⾧戦略等経営の重要課題への十分な審議時間確保

取締役の報酬体系

◆固定報酬＋業績連動型報酬
・業績連動の割合を重視
・KPI:ROIC、当期利益、研究開発指標、環境指標
・クローバック条項あり

◆2018年度より報酬制度開示を充実
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（G） コンプライアンスの徹底

■グローバルなコンプライアンス体制の構築
◆コンプライアンス体制の整備
⇒グローバルでのコンプライアンスマネジメントに向けた体制強化
・コンプライアンス委員会設置（2016年）
・ナブテスコグループ倫理規範の制定（2016年）⇒設立当初からの倫理綱領・行動基準を全面改訂

◆内部通報制度の強化
⇒内部自浄作用の活用
・内部通報制度のグローバル化
⇒国内制度は2005年より開始。2017年中国、2018年欧州、北米、東南アジアに展開

・監査役ほっとライン*の設置（2017年）

◆周知活動の徹底
・倫理規範ハンドブックを9か国語で展開
・社内報、イントラネットを活用した啓蒙活動
・eラーニングを用いたコンプライアンス教育
⇒「コンプライアンス意識調査」で浸透度を確認

■コンプライアンス意識の醸成
*監査役ほっとライン:取締役、執行役員による不正行為に関する通報窓口

※2018年度調査
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（S）人財マネジメント 働き方改革の進捗

平均残業時間
目標:22H/月以下

休暇取得率
目標:87%以上

◆主な取り組み
（テーマ）・スマートワーク推進

・業務プロセス改革・改善意識の啓蒙
・IT活用向上
・権限移譲

◆KPIの状況

（実績）・サテライトオフィス導入
・業務棚卸に基づく改善テーマの推進
・RPA導入、ペーパレス化、AI活用の検討
・責任権限規程の見直し

賢い働き方の実践、仕事と生活の充実が実感できる職場づくりにより、
“Enjoy the Challenge”を実践するための時間を確保へ

テレワーク実施人数
目標:150人以上
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（E）気候変動の緩和

■気候変動問題への体系的な取り組み

（当社の取り組みの特⾧）
環境関連インセンティブの設定
・環境貢献に対する表彰制度/環境貢献度を業績評価に組み入れ

→自発的な環境対応を促す仕組み

NEMS（Nabtesco Energy Management System）を構築
・環境情報管理ツールやモニタリングシステムを駆使し、

各事業所の環境情報を集約・見える化・分析
→執行役員会での月次報告により、PDCAを着実に推進 リアルタイムのエネルギー

使用量モニタリング

設立当初から環境対応を経営戦略の重要課題と位置づけ、
先進的な環境マネジメントを推進



（E）気候変動の緩和
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■CO2排出削減への取り組み
・2030年、2050年に向けた⾧期目標を設定。

実現に向け、省エネ・創エネの取り組みを開始。
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◆積極的な環境投資を実施

*SBT:科学的根拠に基づいた排出削減目標

単体の排出量削減目標は
2017年にSBT*として認定
（日本企業で8番目）

主な投資内容:
・太陽光発電設備
・高効率加工機
・フロン排出抑制法への先行対応 等

◆国内CO2排出量推移と見通し

(計画) (計画)

省エネ、
創エネ等
による
削減量

CO2
実排出量



ESG評価機関による評価／ESGインデックス組入れ状況
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・環境評価
（CDP）

（WWF ジャパン）
・「企業の温暖化対策ランキング 機械・精密機器編」で第1位

・ESGインデックス

(GPIF採用指数)

CDPより、3分野で最高評価を獲得。その他主要なESGインデックスに選定

2016年よりWorld Indexに
継続選定中

2018年は機械・電機セク
ター*において日本企業1位

気候変動Aリスト
直近3年連続は日本企業では7社のみ

「気候変動」＋「水」でのAリスト
＋「ｻﾌﾟﾗｲﾔｰｴﾝｹﾞｰｼﾞﾒﾝﾄﾘｰﾀﾞｰ」は

日本企業では4社のみ

*Machinery and Electrical Equipment Industry



Appendix
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ESG情報発信に関する取り組み

2018/12期:統合報告書
（https://nabtesco.disclosure.site/ja/themes/141）

当社のESG情報は以下でご覧いただけます。
コーポレートWEBサイト:CSRページ

（https://nabtesco.disclosure.site/ja）

＆

2018/12期版:統合報告書のポイント
■CEO対談、ガバナンス対談（コンプライアンス）、戦略パートナー対談（CVC）
■価値創造プロセスの解説
■ポイントとなるESG情報を整理して掲載

コーポレートWEBサイト:CSRページ
■ESG各テーマの方針、取り組み、パフォーマンス状況を網羅的に掲載
■ESGデータ集を掲載
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価値創造プロセスの全体像（統合報告書:P. 9-10）
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